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都市の緑を残すためには、緑を見守り育む人のネットワークが不可欠です。私たちの活動の目的は、みどり特に 

樹林の保護･保全を願う人やグループと連携しその輪を広げ，豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることです。 
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空き地がカシニワで地域の
コミュニティスペースに 
 

 

 

細江まゆみ「カシニワ制度の効果

に関する一考察」(2016)より 

No.75 

代   表 ：藤田 隆   

年 会 費 ：1000 円 

口座番号：00170-9-696174 

連 絡 先 ：高橋盛男 090- 2935- 9444 

  

拝見！ となりの里山活動 【柏市編その2】 

カシニワ制度 －柏の街をひとつの大きなガーデンに－ 
緑のネットワーク・まつど  高橋 盛男 

   

マッチングと助成による仕組みが特色 

カシニワというと、オープンガーデンなどでにぎわう

「カシニワ・フェスタ」を思い浮かべるかもしれません。

しかし、イベントのベースである「カシニワ制度」は、

オープンスペースの保全や再生利用を目的とし、マッチ

ングと助成を組み合わせた「カシニワ情報バンク」と「カ

シニワ公開」からなる仕組みです。 

カシニワは「柏の庭」と「貸す庭」をかけ合わせた造

語。その構想は、2009年に改訂された「柏市緑の基本

計画」に記され、翌2010年に制度の運用が開始されて

います（第1回カシニワ・フェスタは2013年開催）。 

 下図にあるように市が仲介し、土地の所有者と活動団

体（または個人）の間で協定を結ぶかたちは、千葉県里

山条例（2003年施行）に準じたもので、松戸市も里山

活動の一部に協定制度を取り入れています。 

 しかし、大きく異なるのは、仲介の手法として市が「カ

シニワ情報バンク」を設け、活動団体(企業・個人)と土

地所有者を広く公募し、両者の意向のすり合わせ（マッ

チング）をしていること。そして、その対象が樹林地の

松戸の近隣市の市民ボランティアによる里山 

活動を訪ねるシリーズ。今回、柏市の２回目 

は、「カシニワ制度」を取り上げます。 

 

みならず、コミュニティガーデンや農園、広場、公共

用地と幅広いことです。また、助成は活動フィールド

の一般公開を申請の条件としています。 

 カシニワのコンセプトは、この制度で「柏の街をひ

とつの大きなガーデンにする」というもの。「カシニワ

情報バンク」と「公開」がキーになっています。 
 

新人職員の発想と奮闘で実現したカシニワ 

 カシニワ制度の誕生には、1人の若い職員が主要な役

割を果たしています。細江まゆみさん（現・札幌市職

員）です。彼女は民間企業に就職後「緑に関わる仕事

がしたい」と千葉大学大学院園芸学研究科で学び、2008

年に柏市公園緑政課（現・公園緑地課）に入りました。

「緑の基本計画」改訂の時期でした。 

「大学院で緑地計画を学んでいたこともあり、基本計

画の改訂にかかわりたいと、積極的にアピールしてい

ました」と細江さんはふり返ります。 

里山活動協定 

 

 

 

 

 

仲介 

里山活動協定 

行政(市) 

管理を市民ボランティア 
にお願いしたい 
土地所有者 

「柏市緑の基本計画」 
2009年改訂版より 

緑に親しみ 
活動したい 

ボランティア団体 
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広葉樹は大きく枝が張り出して重心の判断が難しく、

また木が込み合った森では隣の木に架かってしまう危

険があるなどそのたびに状況が異なり、的確な判断、作

業方法の選択が求められます。大木の伐倒や複雑な架か

り木の処理を安全・正確 

に行うには、専用の機材 

とそれを使いこなす技も 

必要です。現在は個人に 

頼っている面があります 

が伐倒研修会はそうした 

技術・経験を普及する機 

会となっています。 

 

松戸里やま応援団は、活動開始以来 20 年近くたっ

て高齢化が進み、技術・経験の継承が大きな課題と

なっています。そのため、昨年 4 月、運営委員会を

設け、いくつかの専門部会を設置しました。 

一方、森では木が年々大きくなるとともに痛みも

進み、特に近年の台風被害やナラ枯れの発生などに

より、対処が難しい事例が増えてきました。そこで、

各会の単独では処理が困難な作業について、新たに

設けた技術・安全部会のもとに応援団全体の力を結

集して対処することにしました。 この共同作業は 

1 年間で 13 回となり、うち 9 回は伐倒研修会として

実施しました。 

カシニワ・フェスタ 2019 

ニッカの森(NPO法人手賀沼森友会) 

松戸里やま応援団が 伐倒研修会で 難しい伐倒作業を支援 

野口 功 

 この緑の基本計画の中に、主要施策として「未利用

地を活用した多様なコミュニティガーデンづくり」が

位置付けられたことがカシニワ制度の創設につなが

ります。この施策のアイデアは、計画策定委員長の横

張先生(東京大学)との打ち合わせで生まれました。細

江さんも打ち合わせに同席する中で「この施策は面白

いし制度化したい」と思ったそうです。樹林地や耕作

放棄地、空き地・空き家など、低利用地が全国的に増

加しているなか、これを再生利用する制度をつくれな

いかと細江さんは考えたのです。そして、緑の基本計

画改訂後、細江さんは南條課長(当時)から指示を受

け、カシニワの原案ともいえる仕組みを提案。しかし、

その実現は一筋縄ではいきませんでした。 

 「行政職員は異動もあるので、なるべく早く制度化

したいと思ったのですが、新しいことを始めるとなる

と、保守的な意見も多くて……」 

 課内に設置したプロジェクトチームの話し合いで

「モデルケース１カ所から始めてはどうか」というこ

とになりましたが、それは早く制度化したい細江さん

の意に沿うものではありませんでした。関連部署から

の協力も思うように得られず、制度創設の意欲はトー

ンダウン。カシニワ実現は一時、頓挫しかけました。 
 

「みどりの市民力」の次は「行政力」のアップを 

 そのカシニワ制度が再び動きだしたのは、海保部長

(当時)の「そういえば、あの制度どうなった？」とい

う一言でした。議会答弁でカシニワ制度を進めること

を部長が宣言したことから、一気に制度実現へ。「上

司に恵まれた」と細江さんは言います。 

 後に、(一財)柏市みどりの基金に出向した細江さん

は、助成金制度の創設やカシニワ・フェスタの立ち上

げも担います。「目の回る忙しさ。あの時期、今まで

で一番働きました」と笑顔でふり返ります。 

「でも、うれしかったのは、感度の高い市民がこの制

度に目を向けて登録してくれたり、団体を立ち上げた

りしてくれたことです。こんなにたくさん、すごい人

たちが柏市にいるんだと感動したほどです」 

 現在、カシニワ制度の運用は、住環境再生課という

新設部署に移され、新たに「カシニワ・おうち」とい

う空き家再生利用の活動も対象になっています。登録

団体・個人数は139件（樹林地19件）にのぼり、助成

金も緑地の場合、対象経費の10分の8かつ上限30万円

まで（団体）、ほかに資格取得等助成や緑化助成基盤

整備助成もあり、松戸市より充実しています。 

「隣の芝生は青い」言いますが、柏の芝生は松戸よ

り確かに青い。「みどりの市民力」を支援し、育んで

きた松戸市、次は「みどりの行政力」も高めてほしい

ものです。 
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１月 21日（金）松戸市金ケ作野中の森で伐倒研修が

行われた。講師は松戸里やま応援団の野口代表や技

術・安全部会のメンバーが務め、応援団有志 19名が参

加した。 

樹高 20.6ｍ地上 80㎝で直径 58.9㎝のサワラの内部

は朽ちてボロボロ。電線と隣家が迫る典型的都市の樹

林地。昨年秋、急に枯れ、接する隣家は不安だったに

違いなく、生活道路が通っていることから、処分が急

がれた。 

<伐倒木と伐倒方向> 

野口氏は伐倒前にするべきことについて参加者に質

問を投げかけた。・対象木の重心と伐倒方向の決定 ・

伐倒方向の障害物の除去 ・樹高の 2 倍の距離での退

避など、参加者から回答が返ってきた。 

かかり木を避けるよう伐倒方向を決め、滑車とロ 

ープによる 2 倍力でチルホールを使うけん引を行うこ

ととした。 

次に対象木の枯れ具合を確認し、内部の枯れの広が

りが伐倒に与える影響を考えた。次に伐倒方向にある

小径木、切り株を処理した。ビッグショットでロープ

をかけ、動滑車をつけ 2倍力でけん引した。 

伐倒方向の木に設置した滑車を経由してチルホール

を設置。かかり木を避けるため伐倒方向・滑車を右に

移動させた。 

〈受け口、追い口切り〉 

チルホールでけん引し予定方向に倒れたが、広葉樹

の上部の枝にかかり木となった。ロープと滑車を調整

し、チルホールをけん引して引き落とした。 

伐倒後、内部を見た 

ところ、中心から直径 

25cmまで腐食が進んで 

いた。 

〈反省点〉 

一連の作業を振り 

返り、伐倒後チェー 

ンソ―まわりには集 

まらないこと、チル 

ホールのオペレーターは声が届く距離に位置するこ

となど、反省すべき点が指摘された。 

伐倒方向を確認 

ある日、溜ノ上の森のエノキの大木が枯れているこ

とに気づきました。太い枝が散策路の上に張り出して

おり、このままにしておけず、とにかく周辺を通行禁

止にしました。「さて、どうしたものか…」と頭をかか

えていると「里やま応援団の伐倒講習会で伐倒しても

らえるかもしれないよ」との情報があり、ご相談した

ところ「技術・安全部会の伐倒研修会」の予定に入れ

ていただくことが出来ました。 

12月24日応援団8名の方が早朝より重い用具を運び

込み、多くの溜ノ上レディースやナイツも見守る中、

作業が行われました。 

枯れているので思わぬ方向へ倒れる危険があるた

め、まず太い張り出した枝を切り落とし、本体はロー

プと滑車を使ってけん引しながらの伐倒となりまし

た。ズッシーン！という地響きが森じゅうに伝わり、

見守る顔が安どの表情に変わりました。すべてが順調

に、安全に、予定通り作業が進み、応援団の実力に感

溜ノ上の森  

伐倒研修会で枯損木伐倒 

溜ノ上レディース 渋谷 孝子 

 

内部はすっかり腐食していた 

金ケ作野中の森での 

伐倒研修会   

藤田 隆 

藤田 隆 

森のサロン？ 
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2 月 12 日午後、里やまＱ

主催の木工教室が縄文の森

で開催されました。講師は里

やまＱのホーリさん。会員 6

名と里やま応援団 10 名が参

加しました。 

欧州の伝統的な技術と手工具を利用して、原木からの

工作です。手順①作業台で丸太割り、②削り馬・膝置き

万力で削りの実演、③15mm のオーガーと角度ガイドを

使った穴開け作業等の説明ののち、里やまＱスタッフが

事前に用意した部材で作業開始。 

素朴風と製材風の 2 種類の

花台を作るのに夫々の作

業場に分れてパーツ作製。

みなさん次第に慣れてき

て、組立てて無事完成！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

動ひとしおでした。 

樹高は 18m を超え、胸高直径は 60cm。年輪は 50 ま

でカウントできました。竹林の中には切り株のテーブ

ルを玉切りのスツールが囲む、ステキな空間が出来ま

した。溜ノ上の森は応援団には入っていませんが、こ

んな風にお世話になり、本当に感謝の気持ちでいっぱ

いです。ありがとうございました。 

 

★松戸のみどり再発見ツアー58   ★新型コロナウィルス関連で中止になる場合がございます。事前にご確認を！ 

「市ざかいに残る豊かな自然をたずねる」  （申込先着 20名・4月 1日受付開始） 
 

松戸市との市ざかい、市川北部に残された自然、消えていく森を訪ね、みどりについて考える。 

森の中でじっくりと樹木・野草・森の生き物たちと向き合い、身近なみどりを楽しみましょう。 

4 月 14 日(木)  ９：３０～１２：３０（小雨実施）   参加費３００円（会員は 100 円) 

集合 9：30：北総線大町駅 持ち物 飲み物、雨具、マスク、手指消毒品。山道を歩きます。歩きやすい服装で。 

申込み・問合せ： 090-4078-3703（藤田 18 時以降） 
 

～しぜんのコラム 51～  

カワウがブラックバスを鵜呑み 
 

21世紀の森と広場の“千駄堀池”は、遊水機能を

持たせた人工的な池。オオハクチョウやカモ類の飛

来はうれしいが、広大な水田や湿地が失われ、姿を

消した野鳥がいることも忘れてはいけない。 

さて、池ができると魚が増える。開園当初はモツ

ゴなど小さな魚が多かったのだろう、小魚を餌とす

るカイツブリが増えたが、ブラックバスなどが放た

れると小魚は減り、カイツブリは減少していった。

ブラックバスは食欲旺盛な特定外来生物である。 

 

ブラックバスを呑み込むカワウ 2022.1. 15 千駄堀池 

千駄堀池の生態系の頂点にいるのは、ブラックバ

スだろうか。いや、ブラックバスの上にはカワウが

いる。鳥類は歯が無いから、まさに鵜呑み。ただし、

これだけの大物だと、呑み込むのも大変。魚の眼に

嘴を刺すなどして弱らせ、何回も咥えなおして、頭

から呑み込む。時には、呑み込むことができずに諦

めることもある。ちなみに“鵜飼い”に使われるの

は、カワウではなく近縁のウミウである。 

千駄堀池には、ブラックバスのほかにもいろんな

魚がいる。カワウが特定外来生物だけを選んで食べ

てくれるといいのだが、そうはいかない。千葉県の

レッドリストではＢランク(重要保護生物)の、ギン

ブナを捕食していることもある。   
 

 (山田純稔) 

・・・・・総会のお知らせ・・・・・ 

 例年 5 月に総会を開催しておりますが、今年度は

新型コロナ禍のため、会員が集合しての総会を見合

わせます。運営委員会で事業・会計報告、事業計画・

予算等を審議し、総会といたしますので、ご意見の

ある方は 3 月末までにご連絡ください。なお、総会

報告は次号で行います。     代表：藤田 隆 

第1回グリーンウッドワーク(生木の木工)体験のワークショップ 

   森で木工 in２１世紀の森と広場 
三嶋 秀恒 
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オープンフォレスト 10 回目は３年ぶりの春開催となりました。参加された皆さん

は、森で味わう開放感を待ちわびていたかのよう。天候に恵まれない日が多かったの

は残念でしたが、それでも 1325 人の市民がまつどの森を楽しみました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                
                                 

 

 

 
 

都市の緑を残すためには、緑を見守り育む人のネットワークが不可欠です。私たちの活動の目的は、みどり特に 

樹林の保護･保全を願う人やグループと連携しその輪を広げ，豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることです。 

No.76 

代   表 ：藤田 隆   

年 会 費 ：1000 円 

口座番号：00170-9-696174 

連 絡 先 ：高橋盛男 090- 2935- 9444 

  

新しいガイドブック「まつど森ずかん」は、入門講座 19

期生の中根さんとそのお友達のイラストレーター 

ちい福さんが 全面的に協力してくださって完成した 

ものです。  可愛いね！と大好評。  

これから松戸の森は若い人たちによって、キット守られ

ていくだろうという予感が・・・ 

 

 

 

緑ネット通信 76号 2022.7.1 



緑ネット通信 76 号 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年のオープンフォレストは 5 月

14日～22日の 9日間。各森での新

たな取り組みや、広報の成功によ

るにぎわいなどが目立ちました。 

八ヶ崎の森では会員の紹介で近隣町会の方が大勢みえまし

た。また、新メンバー提案の「スタンプラリー」が好評で

した。コレは森のクイズに答えながら切り株に置かれたス

タンプを集めて、プレゼントに挑戦するもの。近所の学童

や保育園に森版チラシを配布したのが功を奏したのか、 

オープンの 10 時前から子どもたちが家族と一緒にやって

来て、楽しい一日を過ごしていきました。 関さんの森・・・まず樹齢 100 年以上の

古木が多い庭をゆっくりあるき、みどり

溢れるすがすがしい空気を味わいます。

また江戸時代の蔵には昔の生活道具や農

機具が展示されていて、手にもって体験

できる物もあります。庭を一回りすると

すぐ次のグループをご案内、休憩する暇

もなくこれを繰り返しました。4 人のガ

イドがフル回転の 3 時間、訪問者総数は

なんと過去最多の 73 名でした！  

しんやまの森は公開

日は雨にたたれまし

たが、期間中に幼稚

園児がやってきて、

森を満喫。にぎやか

なひとときとなりま

した。 

野うさぎの森ではキッズエリアの

遊具、バトミントンネット、工作コ

ーナー（小枝のツリ―、小枝のリリ

アン、竹のクモの巣、竹の知恵の

輪）、春のビンゴカードなど盛りだ

くさん。楽しくて、終了時間を延長

するほどでした。 

紙敷石みやの森では今年もハンモック

や丸太渡りなどで自然と触れ合う親子

の姿でにぎわいました。森の外にはカ

フェブームに乗り、鎌ヶ谷市にある 

カフェのキッチンカー 

がやってきました。 

カフェの常連さんた

ちも「初めて森に触

れた」とみどりに親

しんでいました。 
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囲いやまの森では、会員の友人が

ミニコンサートを開演。澄んだ歌

声が森の中に流れ、ウグイスの鳴

き声と響きあっていました。 

 

22 日紙敷みなみの森には 

74 名ものお客様、子どもた

ちは虫なら何でも追いかけ

て大はしゃぎ。竹チップの山の

中からトカゲも見つけました。 

「ようこそいらっしゃいませ」とお客様

を出迎えるスタッフ。所有者さんがとて

も大切に守り育ててきた樹林地、次世代

につなげていたきたいという、三吉の森・

立切の森です。 

 

縄文の森では「森の写真館」

ハンモック、森の案内、工作

など・・・公園のイベントか

ら流れてくる人たちでにぎ

わい、いずれも好評でした。 

スラックライン 

15 日は東松戸駅から小浜屋

敷の森 ・ 甚 左 衛 門 の森へ

20 名の方をご案内しました。 

小浜屋敷の森ではヤマボウシ

やガマズミ、スイカズラ、キン

ランの花が待っていました。 

グリーンアドベンチャーのパ

ネルやハンモックを設置し、

楽しんでいただきました。 

甚左衛門の森ではお隣の森から案内さ

れて大勢のお客様がやって来ました。

ガイドマップに沿って「妖怪の木」「竜

神の木」「T レックスの木」「イタチの

木」「森の回転寿司」・・・などなど、特

徴的な樹木をさがして歩くうち、森の

不思議に包まれていきます。 

今年のオープンフォレスト

は、普段からのお付き合いの

繋がりや広がりによって賑わ

ったように感じられました。 

新しい「森ずかん」の効果も

あったようです。 

さすがの 10年目！でした。 

スイカズラ 

エビネ 
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総会の報告と新年度のご挨拶 

               代表 藤田 隆 

5 月 10日に総会を行いました。2020年度から再

発見ツアーは新型コロナの影響で中止を余儀なく

されてきました。今年 10 月に戸定邸をたずねる企

画を予定しています。少しずつ様式を気遣いながら

生活していく端緒になるのではないかと思います。 

みどりの基本計画が策定され、新たな取り組みが

始まろうとしています。みどりについて大きく動く

一年になると思います。今年一年もどうぞよろしく

お願いします。 

 

★松戸のみどり再発見ツアー（観察学習会）予告   次号通信(9月上旬)を再度確認ください。 

「戸定が丘歴史公園・庭園復元を振り返る」 

10 月 1 日(土)（予定）  ９：３０～１２：３０（小雨実施）参加費 500 円（会員は 200 円) 

集合  JR 松戸駅 西口デッキ 9：30 集合  持ち物 飲み物、雨具（解散後のお弁当は自由） 

申込み・問合せ： 090-4078-3703（藤田 18 時以降） その他 歩きやすい服装でどうぞ 

※参加は申込制・先着３０名 （まだ申し込み受付していません） 

大作の森は今年が初めてのオ

ープンフォレストでした。興

味を持って来たご近所の方た

ちに森をご案内しました。 

根木内歴史公園では、根木内小家庭教

育学級の子どもと親 18 名が慣れない

泥に大騒ぎしながら、貴重な田植え体

験をしました。 

お天気の悪い中、芋の作の森

には 4 名の方がおいでにな

りました。感謝感激でした。 

緑推進委、計画実現を 12期へ引継ぎ 

               高橋盛男 

 第 11期松戸市緑推進委員会は 6月 23日、市長に「委

員会の答申・提言および活動報告」を提出し、２年間の

任期を終えました。10期から 11期の４年間は、この４月

に改訂された「松戸市みどりの基本計画」の審議を行

い、多くの提案が計画に反映されました。また、公募委

員を中心とする「みどりのサロン部会」では「みどりの

市民力」をさらに発展させる方策の検討を重ねてきまし

た。これらの実現に向けた議論が第 12期委員会に引き継

がれる予定です。 

秋山の森では 里やま

応 援 団 と Save The 

Green とのコラボ開催、

雨の中 7 名の方がおい

でになり、タープの下で

交流しました。 金ケ作野中の森

では、21 日に 4

名のお客様があ

ったものの、雨で

中断。テントの下

で会員の交流と

なりました。 

溜ノ上の森ではタケノコ掘

りを体験することが出来ま

した。きっと美味しいね！ 

開催予定の 7 日間のうち 4 日間

も雨が降るという残念なお天気

でした。 
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都市の緑を残すためには、緑を見守り育む人のネットワークが不可欠です。私たちの活動の目的は、みどり特に 

樹林の保護･保全を願う人やグループと連携しその輪を広げ，豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることです。 

No.77 

代   表 ：藤田 隆   

年 会 費 ：1000 円 

口座番号：00170-9-696174 

連 絡 先 ：高橋盛男 090- 2935- 9444 

  

7 月 22 日(金) 3 年ぶりに「虫とあそぼう」のイベントを開催しました。会員の所属する「自然観察ちば」

とのつながりから「森とみどりに親しむ活動支援事業」の助成を受けることができたので、チラシをたくさん

印刷して、子どもたちの姿が多い新築マンションにポスティングすることも出来ました。 

自然体験の少ない子どもたちや若いお父さんお母さんたちに喜んでもらえただけでなく、近隣の方たちに身

近な森とその保全活動を知ってもらうチャンスにもなったのではないかと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

  溜ノ上の森 金井康朗 

朝は生憎の雨。それでもキャンセルもなく、8 家族

22 名のお客様をお迎えして賑やかなイベントとなり

ました。 

集合場所の新松戸駅では、早速昆虫図鑑を広げてあ

れこれ解説を始めるお子さんもいて、このイベントを

心待ちにしていたことが伝わってきました。中には飼

育ケース 9 箱でカブトムシを飼育しているという猛

者もいて、虫談議に花を咲かせながら森に向かいまし

た。 

森に着く頃には雨も上がり、グループに分かれたみ

んなは”虫の目”になって、木々の周りに目を凝らし

たり、草むらに分け入ったりして虫探しに夢中です。 

この森にはカブトムシやクワガタなどのスター級

の虫は見当たりませんが、個性的なバイプレイヤー

（脇役）には事欠きません。次々に見つかる虫を囲ん

で歓声が上がります。アオスジアゲハの幼虫を恐る恐

る摘み上げる子の姿は微笑ましい限りです。エゴノネ

コアシの解説には一同「ヘエ～！」 

ニホントカゲを捕まえた子に「トカゲも虫って知

ってる？」と聞くと、「トカゲは虫じゃないよ！」

との返事。「いやいや、トカゲだけじゃなく、ヘビ

もカエルもみんな虫だよ」パパやママに漢字を思い

起こしてもらうと・・・「ほら、蜥蜴、蛇、蛙、みん

な虫だよね」妙に納得です。 

捕まえた沢山の虫をプラケースに入れて集合。図

鑑とにらめっこしながら虫合わせです。子どもたち

は真剣そのもの。「これは〇〇かな？違うかな？◇

◇じゃない？」と、探求心の塊になっています。    

この日確認できた虫は約 40 種ほど、その傍らで

はダンゴムシレースに夢中の子どもたちも。親子そ

ろって様々な形で虫に親しんだひと時でした。 

こんな場所に、小さいけれどいろんな生き物がい

る森があることを知ってもらえたことも、私たちに

とっては大きな喜びでした。 

ダンゴムシレース 

ダンゴムシレース 

エゴノネコアシ ホシウスバカゲロウ 




